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金曜日の夜の照明

　　　　Cristina Garcia
クリスティーナ・ガラシアさん
（アメリカ合衆国
　　　　　テキサス州出身）

　どの家庭にもいろいろな慣習や決まりがありますが、私の家庭の
決まりの１つに、アメリカンフットボールを楽しむことがあります。
　アメリカンフットボールは、11 人の選手同士で得点を競うチー
ム・スポーツです。プロ（ＮＦＬ＝ナショナル・フットボール・リーグ）
のレギュラーシーズンは９月から 12 月の終わりまで行われ、その
後、スーパーボール（王座決定戦）が行われる翌年２月まで半年間
続きます。

　アメリカンフットボールが私の家族生活にどのように関わってき
たかというと、まず私の家族は、母と兄弟４人全員が、アメリカンフットボールが大好きなのです。兄
弟は４人とも、高校でアメリカンフットボールをしました。三男の兄ジョーゼフと四男の弟ジャストは、
攻撃の司令塔で、通常はチームのキャプテンを任されるクォーターバック。長男ジュニアは、クォーター
バックが投げたボールをキャッチし、得点圏まで走って得点するワイドレシーバー。次男ルーベンは、
守備ライン上でクォーターバックを守るラインバッカー。それぞれ違うポジションを務めていました。
　アメリカンフットボールはチームプレーがとても大事なスポーツで、自軍の選手の助けがなければ得
点することができません。それこそ、兄や弟がアメリカンフットボールを好む理由なのでしょう。彼ら
はチームの一員として活動することや、兄弟と一緒にプレーできることを楽しんでいます。

　アメリカンフットボールは、サッカーと似たようなフィールドで行われます。フィールドの周りには
照明塔が空高く立ち、コート全面を照らし出します。どの高校でも試合は金曜日の夕方から行われるの
で、私たちは「フライデー・ナイト・ライツ」（金曜日の夜の照明）と呼んでいます。そしてこの言葉は、
多くのアメリカ人に懐かしい思い出をよみがえらせるのです。

　試合にはたくさんの準備が必要で、特にシーズン最初の試
合や地元での試合（シーズン半ばに行われる特別な試合）に
際しては、学校・競技場の旗の飾りつけや食事の用意など、
準備がたくさんあります。選手たちは毎日、夕方５時から６
時 30 分まで練習します。
　そして、シーズン最初の試合が始まる２時間前には、「テー
ルゲート・パーティー」をします。テールゲート・パーティー
は、保護者や観戦者が駐車場に集まり、ワゴン車のバックド
アやリアドアを開けて食事、特にバーベキューをすることで

す。私たちはよくホットドッグ、ハンバーガー、フランクフルトなどを食べました。パーティーでは、
「ケーキ・ウォーク」のようなゲームも行なわれます。音楽が鳴っている間は円形に歩き、音楽が止まっ
た時の場所に書かれている数字によってケーキがもらえるのです。ちょっとしたお祭りのようなものと
考えればいいでしょう。
　そういった興奮や楽しみは、試合が始まるとさらに大きくなるのです。子どもたちが試合でプレーす
るのを見るために、保護者はみんな集まります。もちろん私も、兄たちが試合でプレーするのをたくさ
ん見ました。興奮し、楽しんだことは言うまでもありません。

　アメリカンフットボールの試合は、家族全員が関わる楽しいイベントです。私は今、「金曜日の夜の
照明」を見かけると、心にあの頃の大好きな記憶がよみがえり、楽しく幸せな家族との時間を思い出す
のです。
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◆体験入学を行いました
　7月 28 日、中学３年生を対象とした体験入学を
行い、21の中学校から 223 人の生徒に参加いただ
きました。全体会では、生徒会長の吉田公幸さん（船
引中出身）のあいさつ、３年生の佐藤大介さん（葛
尾中出身）によるデュアル実習紹介などに、中学生
は熱心に耳を傾けていました。中学生はその後、高
校生活を疑似体験し、本校の素晴らしい雰囲気を肌
で感じてくれたようです。多くの中学生が来年4月、
本校に入学してくれることを期待しています。

◆応急手当講習会

　8月 2日・3日の２日間、田村消防署の協力のも
と応急手当講習会を開き、53 人の生徒が参加しま
した。参加者は心肺蘇生法やＡＥＤ使用方法、止血
法などの説明を受け、実際にやり方を体験しました。
参加した生徒が講習会で学んだことをしっかりと身
に付けて、万が一の事故に対応できるよう願ってい
ます。お忙しいなか講義してくださった消防署員の
皆様に、心より感謝申し上げます。

◆進路実現に向けて
　7月 6日、福島大学行政政策学類教授の荒木田岳先生をお招きし、模擬授業を行いました（写真左）。「大学
の授業は難しい」というイメージが強いですが、先生は戦国から近代に至る国の統治の変遷をわかりやすく説
明してくださり、最後に生徒代表の佐藤大虎さん（船引南中出身）が先生へお礼の言葉を述べました。
　7月 27日には、ベネッセコーポレーションの管野俊篤先生を講師にお招きし、２・３年生の進学希望者に
向けて小論文学習会を行いました（写真右）。与えられたテーマの捉え方や考え方など、具体例を織り交ぜな
がら熱弁を振るう先生のお話
は、生徒たちの受験対策に大い
に役立つはずです。
　その他、夏休み中には、大学・
看護学校等進学者向け学習会、
公務員対策講座などを行いまし
た。今後も生徒の進路希望実現
100％に向けて、さまざまな取
り組みを実施していきます。

◆球技大会が開かれました
　7月 14 日・15 日の２日間、校内球技大会が開かれました。
天候が心配されましたが、２日間の日程を全て予定通り行うこ
とができました。生徒たちは皆、クラスごとにデザインしたお
そろいのシャツを身にまとい、一致団結して勝利を目指しまし
た。閉会式では全校生が肩を組んで校歌を高らかに歌い、団結
力が深まる良い機会になりました。
【総合順位】１位…３年２組、２位…３年１組、３位…２年１組
【クラスＴシャツ最優秀賞】３年３組


